



























































1982年に国連が採択した DBS(Direct Broadcasting Satellite)原則 1982 （国際衛星放送の実施においては、



























たこと、そして、 90 年代に入って、 CERN （ヨーロッパ原子核研究機関）で開発されたＷＷＷ（ワールド・ワイ






























































ットの現状を推進する起爆剤となった Mosaic を開発した NSCA が、 1997 年 3 月をもって、ＷＷＷブラウザ
ーの開発から撤退する、という「事件」であろう。すなわち、 1985 年に ARPA （国防総省高等研究計画局）
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（ CDA:Communication Decency Act ）に対しては、 1997年６月、連邦最高裁判所によって違憲判決が下さ
れた(10)。注目すべきは、その原告の雑多な構成である。すなわち、伝統的な公民権運動団体でもある
ACLU(American Civil Liberty Union ）や、「あらゆる形態の検閲に、読者とともに闘う」ことを宣言する ALA













































(2) 坂本義和「相対化の時代」『世界』 1997 年 1 月号（加筆して、『相対化の時代』〔岩波書店・ 1997 〕第１
章に所収）。
(3) ただし、そのような規制ないし利益誘導手法もまた、言論規制立法の役割を果たすことがあることに注意








物が視聴するとＣＡＴＶ施設になりうる」（ 1990 年１月 24 日付日本経済新聞）こと、受信者と個別に契約する
ことから通信事業である、と主張していた（ 1990年１月 30日付日本経済新聞）。放送界はこの動きに強い反
発を示したが、背景には、通信衛星経由のＣＡＴＶ向け配信事業が採算割れを起こしていたことがあり
（ 1990 年１月 26 日付日経産業新聞）、この一件が委託放送事業導入を急がせることにつながった、ともい
われている。
(6) 郵政省放送行政局（監修）『放送政策の展望』〔財団法人電気通信振興会・ 1987 〕 50頁。
(7) DBS 原則 1982 年については、山本草二「＜参考記録＞ＤＢＳ原則 1982 年国連総会決議について」、
芦部信喜（編）『共同討議 ニューメディア時代の放送制度像』〔日本放送出版協会・ 1986 〕 253頁以下、参
照のこと。なお、この決議において、当然のように、「衛星放送を行う国の権利」などと書かれていることに注
意。










1996 〕 143頁、拙著『現代メディア法研究』 177頁以下、参照）。
(9) おそらくそれを象徴するのが、 GNU GPL(GNU General Public License:Ｇ NU一般公有使用許諾： な



















らなる鍵を使うか）である。これら暗号ソフトの中でもっとも有名なのが、 PGP(Pretty Good Privacy ）である。こ
れは、自身熱心な反核活動家であるフィル・ジマーマンによって、 FBIや CIAによる盗聴活動を無力化する
目的で開発された。その強度は、「１秒間に 10億個の異なる鍵を試すことができるコンピュータが存在すると
して、そのようなコンピュータが 10 億台あったとしても、すべての IDEA 鍵を試すには 1013 年かかることに
なる（この年数は、 1.2 × 1010 年と推定されている宇宙年齢の約 1000 倍である）」（ Simson Garfinkel





の存在についての一考察」『石村善治古稀記念論集 法と情報』〔信山社・ 1997 〕参照のこと。
(12) 浜田純一「『ユニバーサル・サービス』と情報に対する権利」『ジュリスト』 1057号(1994)、参照。
(13) 樋口陽一『一語の辞典 人権』〔三省堂・ 1996 〕
